
初級職員コース 中級職員コース 上級・役職付職員コース 管理職級・上級管理職級・施設長級職員コース

・新卒入職後3年以内の職員
・他業界から福祉職場へ入職後3年以内の職員

・担当業務の独力遂行が可能なレベルの職員
（入職後概ね4～6年程度の節目の職員）

・近い将来チームリーダー等の役割を担うこ
とが想定される中堅職員
・現に主任、係長等に就いている職員

・近い将来管理者の役割を担うことが想定さ
れる指導的立場の職員
・現に小規模事業管理者、部門管理者等に就い
ている職員

Ａ＜福祉職員としてのキャリアデザインと自己管理＞ Ｆ＜中堅職員としてのキャリアデザインと自己管理＞ Ｉ＜チームリーダーとしてのキャリアデザインと自己管理＞ ＜管理職員としてのキャリアデザインと環境整備＞

・初任者の役割とキャリアを考える ・中堅職員の役割とキャリアを考える ・チームリーダーの役割とキャリアを考える ・管理職員の役割とキャリアを考える

・キャリアデザインの意義と必要性を理解する ・キャリアステージの節目で考えること ・節目での自己点検・自己評価の手法を身につける ・管理職員としてのキュアリアデザインを検討する

・自己期待と他者期待の融合を目指す ・中堅職員としてのキャリアデザインを検討する ・チームリーダーとしてのキャリアデザインを検討する ・職員のキャリアパスを構築し、支援する

・初任者として、自身のキャリアデザインを検討する ・心身の自己管理手法を身につけ、後輩職員を支援する ・ワークモチベーションの基本を理解する ・モチベーションマネジメントの体制を整備する

・心身の健康管理の基本を理解し、自己管理を推進する ・仕事と生活のバランスに配慮する ・チームリーダーとして心身の自己管理手法を徹底する ・組織として、心身の健康管理を推進する

Ｂ＜福祉サービスの基本理念・倫理の基礎を理解する＞ Ｆ＜福祉サービスの基本理念と倫理の理解を深める＞ Ｊ＜福祉サービスの基本理念・倫理を推進する＞ ＜福祉サービスの基本理念・倫理を徹底する＞

・社会福祉と社会福祉法の基本理念を理解する ・社会福祉と社会福祉法の基本理念を再確認する ・利用者の尊厳を保持し自立を支援する ・組織方針の決定と職員教育の機会と環境

・利用者の尊厳の保持と権利擁護について理解する ・利用者の尊厳の保持と権利擁護について理解する ・利用者、家族のニーズをより深く理解し、チームで支援する ・利用者主体のサービスを提供する環境をつくる

・福祉ニーズの基本構造とニーズ把握の方法を理解する ・福祉サービスの基本構造とニーズ把握の方法を理解する ・福祉ニーズの基本構造とニーズ把握の方法を理解し、チームの専門性をあげる ・アウトリーチによるニーズ把握の方法を理解する

・福祉サービスの特性と業務を理解する ・福祉サービスの特徴と業務を理解する ・福祉サービスの特徴と評価について理解する ・管理職員の専門性を向上させる基礎知識とは

・福祉職員の職業倫理を理解する ・福祉職員の職業倫理を理解する ・チームメンバーの職業上の価値観、倫理観を育てる ・法人の理念や活動を地域社会に浸透させる

Ｃ＜組織の一員としてのフォロワーシップの醸成＞ Ｆ＜中堅職員としてのフォロワーシップの醸成＞ Ｋ＜チームリーダーとしてのリーダーシップの醸成＞ ＜組織・部門管理者としてのリーダーシップの醸成＞

・メンバーシップの意味を理解し、醸成する ・チームメンバーとしての位置づけと使命を再確認する ・メンバーシップの意味を理解し、醸成する ・リーダーシップの意味を理解し、醸成する

・組織メンバーとしての基本姿勢を身につける ・中堅職員としての基本姿勢を身につける ・チームリーダーとしての基本姿勢を身につける ・管理職員としての姿勢を身につける

・同僚・先輩職員・上司から信頼されるスキルを身につける ・後輩職員・上司との人間関係スキルを身につける ・チームリーダーとして適切なコミュニケーション技術を身につける ・職員間の信頼関係の構築に貢献する

・チーム目標達成に向けた基本姿勢を理解する ・チームの目標達成と問題解決に向けたスキルを習得する ・チームの目標達成と問題解決に向けた力を身につける ・目標が達成できる組織体制を整備する力を身につける

・自己を振り返り、課題を把握する ・自己を振り返り、課題を把握する ・自己を振り返り、よきチームリーダーとなるための課題を把握する ・組織の現状を点検し、課題を把握する

Ｄ＜福祉職員として成長するために＞ Ｇ＜中堅職員としての能力開発と後輩職員の指導＞ Ｋ＜チームリーダーとしての自己成長と職場研修の推進＞ ＜人材育成環境の整備と推進＞

・福祉職員の能力開発の必要性を理解する ・中堅職員に求められる能力を理解する ・チームリーダーに求められる能力を理解する ・人材育成における管理職員の役割を理解する

・求められる能力水準を理解する ・自己の課題と成長目標を設定する ・自己能力の評価と成長目標を設定する ・法人および組織が求める職員像を明確にする

・自己の成長目標を設定する ・能力開発の方法と機会を理解する ・人材育成の意義と内容を理解する ・人材育成の環境整備をする

・能力開発の方法と機会を理解する ・ＯＪＴによる後輩職員の指導に取り組む ・職場研修の基本としてのＯＪＴを推進する ・人事考課制度と定期面接を効果的に活用する

・自己啓発・相互啓発に取り組む ・自己啓発・相互啓発の効果的な進め方 ・ティーチング、コーチングの技法を理解する ・管理職員としての成長と自己革新を図る

Ｄ＜問題の解決と実践研究の進め方の基礎＞ Ｇ＜業務課題の解決と実践研究の実行＞ ＜業務課題の解決と実践研究の推進＞ ＜法人・事業所レベルでの業務の改善、組織の問題解決＞

・福祉サービスの特性を知り、問題発見の基礎にする ・クオリティー・マネジメントの必要性を理解する ・チームリーダーとしてクオリティー・マネジメントに関わる ・法人・事業所の問題解決と管理職員の役割

・サービス提供における問題の発見 ・サービス提供における課題の発見 ・問題を分析し、課題にするための方法を知る ・組織的課題の発見

・業務上の問題解決の必要性を理解する ・業務上の課題の発見と分析の方法を理解する ・課題解決の方向を示し、先頭に立つ ・問題解決を繰り返すことを組織文化にする

・業務を振り返ることを習慣にする ・問題の課題化を通じて後輩職員を成長させる ・チームの問題解決力を高める ・問題解決の環境を整え、経営改善に寄与する

・業務改善と実践研究 ・実践研究の意義と研究方法を身につける ・チームの実践研究活動を活性化させる ・実践研究活動を活性化させ「学習する組織」をつくる

Ｅ＜福祉サービスとリスクマネジメント＞ Ｇ＜利用者の尊厳を守る福祉サービスのリスクマネジメント＞ ＜サービスの質の確保・向上とリスクマネジメント＞ ＜福祉経営とリスクマネジメント＞

・福祉サービスのリスクマネジメントについて知る ・福祉サービスのリスクマネジメントの視点を理解する ・リスクマネジメントシステムを構築する ・リスクマネジメントシステムを正しく機能させる

・福祉サービスに関わる事故や過誤を知る ・事故・過誤や苦情対応の視点と方法を理解する ・再発防止の取り組みを進める ・事故・苦情のマネジメントを行う

・福祉サービスの苦情について知る ・業務標準の必要性を理解する ・業務標準（業務手順書）をつくる ・業務標準を適切に管理し、運用する

・ルールや約束事を守ることの重要性を知る ・福祉サービスのコンプライアンス（法令遵守）を理解する ・福祉サービスのコンプライアンスについて理解する ・管理業務におけるコンプライアンスを実践する

・福祉サービスには安全と安心が求められることを知る ・福祉サービスを継続的に提供することの必要性を理解する ・事業継続の仕組みづくりの視点と方法を理解する ・事業継続のマネジメントに取り組む

Ｅ＜組織の中での多職種連携・協働＞ Ｈ＜他組織や地域の専門職との連携・協働＞ ＜チームアプローチと多職種連携・地域協働の推進＞ ＜チームアプローチ・多職種連携の管理と地域協働の推進＞

・チームアプローチの基礎を理解する ・チームアプローチにおける中堅職員の役割 ・チームアプローチを推進するためのチームリーダーの役割 ・チームアプローチにおける管理職員の役割

・多職種連携・協働のための技術を理解する ・ケアマネジメントとチームアプローチ ・多職種連携・協働を推進するために職員間の関係調整の方法を学ぶ ・チームをメンテナンスする

・多職種協働のためのコミュニケーション技法を理解する ・個人間・チーム間の葛藤を解決し、連携を深める ・多職種連携・協働チームづくりのためのケースカンファレンス ・利用者中心のサービスが展開できる多職種連携・協働の基盤を整備する

・地域福祉の推進と組織の役割を理解する ・関係機関のキーパーソンとつながる ・ソーシャルサポート・ネットワークの一翼を担う ・地域福祉の一翼を担う

・地域や関係機関との連携・協働を理解する ・地域のなかの連携・協働に必要な専門知識を学ぶ ・地域に必要な社会資源を開発する ・地域福祉の計画づくりに参画する

Ｅ＜組織運営管理の基礎を知る＞ Ｈ＜組織運営管理の理解促進と参画＞ ＜組織運営管理への参画と協働＞ ＜組織運営管理体制の整備と推進＞

・組織とは何かを知る ・担当する仕事を規定する制度を守る ・職場の人事制度に精通し、職員が働きやすい環境を整備する ・トータルな人事管理制度を構築し、組織全体に徹底する

・社会人、組織人として働くための基本的ルールを理解する ・人事管理の基本的枠組みを理解し、職場の人事管理制度を理解する ・労務管理・職場管理ができる正確な知識を身につける ・管理職員による適切な労務管理を徹底し、働きやすい環境を整える

・福祉サービスに従事するために必要なルールを理解する ・労務管理の基本的知識を習得し、職場の労務管理の意義を理解する ・財務管理の基本を理解し、組織の予算管理、契約の基本を学ぶ ・財務管理を実践し、事業の継続安定のための改善策を構築する

・就業規則とは何かを理解する ・適切な予算管理のもとで法人・事業所の事業が遂行されていることを学ぶ ・経営方針を理解し、サービスの展開を描くことができる ・法人・事業所のガバナンスのあり方を考え、実行する

・社会福祉に関係する知識・情報に関心を持ち、環境の変化を理解する ・法人・事業所をとりまく環境と提供するサービスとの関連を理解する ・法人・事業所の環境を理解し、サービスの問題点を見出す ・管理職員としての役割を果たす

5：業務課題の解決と実践研修

6：リスクマネジメント

7：チームアプローチと多職種連携・地域協働

8：組織運営管理

岳　寿　会　　キ　ャ　リ　ア　パ　ス　対　応　研　修　プ　ロ　グ　ラ　ム

1：キャリアデザインとセルフマネジメント

2：福祉サービスの基本理念と倫理

3：メンバーシップ　・　リーダーシップ

4：福祉職員としての能力開発


